
新しい学習評価について（中学校） 国語科①

１ 評価の観点とその趣旨 （平成２２年５月文部科学省通知）

２ 評価規準の作成のポイント

相手や目的、意図
に応じ、道筋を立て
て文章を書いて、
自分の考えを豊か
にしている。

書く能力
観
点

国語への

関心・意欲・態度
話す・聞く能力 読む能力

言語についての

知識・理解・技能

趣
旨

国語で伝え合う力を
進んで高めるとともに、
国語に対する認識を
深め、国語を尊重し
ようとする。

目的や場面に応じ、
適切に話したり聞い
たり話し合ったりして、
自分の考えを豊か
にしている。

目的や意図に応じ、
様々な文章を読んだ
り読書に親しんだりし
て、自分の考えを豊
かにしている。

伝統的な言語文化に親しん
だり、言葉の特徴やきまり、漢
字などについて理解し使った
りするとともに、文字を正しく整
えて速く書いている。

○ 評価の観点はこれまでと変わっていません。

（２） 学習指導要領の指導事項をもとに、身に付けさせたい力を明確にして評価規準を設定する

例えば、「論理の展開を工夫
するなどして批評する文章を
書く（書くこと）」という目的が明
確なことで、生徒がより主体的
に「文章の構成や展開、表現
の仕方などを評価する（読む
こと）」と考えることができます。
複数領域を指導するのは、
あくまで、その方がより
効果的な場合です。

・読み手に自分の
考えが伝わるように、
適切な語句を選択
して使っている。
（（１）イ(イ））

・パンフレットについての自分の意
見が読み手に伝わるような文章構
成を考え、パンフレットの内容等を
適切に引用しながら、批評する文章
を書いている。 (イ）

・複数の観光パンフ
レットの内容や体裁
について関心を持ち、
批評する文章を書こ
うとしている。

言語についての

知識・理解・技能
（書く能力）

国語への

関心・意欲・態度

必ず設定 必ず設定1～2領域の設定が基本

一つの単元で必ず5観点の評価規準を設けるのではありません。1～2領域の設定が基本です。年間

指導計画の見通しのもと、指導事項を精選しましょう。

（１） 年間を見通して当該単元の指導目標や単元の評価規準を設定する

全体に目をやると、どこ
で何を指導したか、これか
ら何を指導していくかが一
目で分かり、指導・評価の
見落としや偏りを防げます。
単元計画を考える前に
は、必ず年間計画（一覧表
等）を確認するようにしま
しょう。

指導する内容を、どこで指導し
評価するか（○）、また、特に重
点的に指導し評価するのはどこ
か（◎）が一目で分かります。

国語科では、一つの指導事項を年間で複数回繰り返し取り上げて指導し、能力の定着を図る

ことが基本です。図のような「年間の単元評価重点一覧表」等を活用すると、次のような利点があります。

○学習の系統が一目で分かる。
○指導の重点が分かる。
○既習事項の活用や、学習の見
通しを立てるために役立つ。

■ 年間の単元評価重点一覧表の活用
単元名

指導事項

言語活動例
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福岡県の学力アップに関する情報満載 

「学力アップパッケージ」 
 

 

「評価規準の作成のための参考資料」「評価方法等の工夫改善のための参考資料」を受けて 

新しい学習評価についてのガイダンス（中学校）  

参考資料の活用について  2~ 3 

総 説  4~ 5 

国 語  6~ 7 

社 会  8~ 9 

数 学 10~11 

理 科 12~13 

音 楽 14~15 

美 術 16~17 

保健体育 18~19 

技 術 20~21 

家 庭 22~23 

外国語 24~25 

総合的な学習の時間 26~27 

特別活動 28~29 

新しい学習評価についての研修会の参考資料として、 

文部科学省等からの資料を読み解くための入口として、 

生徒の資質能力を生かす指導のヒントとして・・・ 

               御活用ください！ 

■ 本資料の構成 
■ 各教科等、２ページにわたっ
てポイントを示しています。 

 

■ １ページ目には、今回の通知
に示された「評価の観点とその
趣旨」、指導計画をたてる際に
有効な「『評価規準の作成のた
めの参考資料』のポイント」をわ
かりやすく示しています。 

■ ２ページ目には、実際に評価
をしていく際に有効な「『評価方
法等の工夫改善のための参考
資料』のポイント」を示していま
す。 

 

■ 各項目はいずれも、国立教育
政策研究所発行「評価規準の作
成のための参考資料」「評価方
法等の工夫改善のための参考
資料」に基づいています。 

 平成25、26年度に各教育
事務所主管で行われる「新
しい学習評価についての研
修会」においては、この資料
を用いて研修を行うことに
なっています。 

福岡県教育委員会 

本資料は、webからも入手できます 
下記ホームページからダウンロードしてください。 

（１）福岡県庁トップページ ＞ 県の発行資料 ＞ 義務教育課の行政資料（all年度） 
（２）義務教育課ホームページ（http://gimu.fku.ed.jp） 
（３）義務教育課「学力アップパッケージ」  

学力アップパッケージ 検索 

（１） 「生活を工夫し創造する能力」の評価方法の工夫
作品など「結果としての工夫し創造する」だけではなく、「生徒が自分なりに工夫した過程」を含めて評価しましょう。

具体的には、

① 工夫した過程が表れる評価場面を設定しましょう。

② 計画表や実習記録表などの記入欄を工夫するなど、言語を中心とした表現活動を通して、生徒が考えた過程を把握できる

ようにしましょう。

（２） 「生活の技能」の評価方法の工夫

「指導に生かす評価」、「評価結果として記録する評価」など評価の目的を明確にし、繰り返し見取ることによっ

て、技能の定着を図りましょう。

３ 評価方法等の工夫改善のポイント

■ 工夫した過程を評価した例 【ハンバーグステーキの献立を夕食とした1日分の献立表】

※献立を栄養量の過不足だけでなく、それ以外
の観点（旬や地域の特産物など）についても考え
たり、日常の食生活に結びつけて考えたりしてい
ることを判断のポイントしましょう。

■ 目的を明確にして評価した例 【「ハンバーグステーキの調理と1日分の献立」おける「生活の技能」の評価例】

23

中学生の１日分の献立について、必要な栄養
量を満たすために料理や食品の組み合わせを
工夫している。

本時の評価規準

考えた過程が分かる

記入欄の工夫

この学習カードは、献立の立案、点検、改善
発表、相互評価、感想という一連の活動にお
ける生徒の思考の流れが把握できるような構
成となっています。

献立表の記述内容と「献立を改善するため
に考えたこと、工夫したこと」の記述内容
から評価します。

※「努力を要する」状況（Ｃ）
と判断される生徒の把握とそ
の手立てを考えるための評価
として位置づけます。

（一人調理）

指導に生かす評価
（１回目の実習）

※教師の評価以外にも、１回目の実習
と同じ評価項目について自己評価を
行うことにより生徒自身が技術の向
上の状況を確認できるようにします。

評価結果として記録する評価
（２回目の実習）

ハンバーグの実習

焼き方見本（写真）を見せたり、
フライパンの扱い方や火加減を示
したりするなどして調理の技術が
身に付くようにしましよう。

焼き方見本

中
心

表
面

例 △できなかった例 ○ できた

工夫・創造

工夫・創造

※調理の技術は、繰り返し行うことで

定着します。（２回の調理実習）

新しい学習評価について（中学校） 技術・家庭科（家庭分野）②


